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次

序第
一
章　

調
査
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概
況

第
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宗
族
と
政
治
と
経
済

第
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章　

家
族
の
変
化
過
程

第
四
章　

婚
姻
形
態

第
五
章　

招
婿
婚

第
六
章　

イ
ト
コ
婚

第
七
章　

宗
族
内
婚

第
八
章　

生
の
儀
礼
と
計
画
出
産

第
九
章　

死
の
儀
礼
と
火
葬

終　

章　

村
人
の
生
活
─
─
明
日
へ
の
展
望

あ
と
が
き

参
考
文
献

付
録

索
引	

●
解
放
・
文
革
・
改
革
開
放
と
い
う
政
治
的
文
脈
の
中
で
、
農
村
社
会
が
ど
の
よ
う
に
変
容
し
て
き

た
か
。
長
期
の
調
査
に
よ
っ
て
「
今
」
を
生
き
る
農
民
の
姿
を
克
明
に
描
い
た
、中
国
農
村
の
実
像
。

　

で
は
、こ
の
よ
う
な
社
会
主
義
的
な
近
代
化
政
策
の
過
程
に
お
い
て
、

広
大
な
農
村
地
域
で
は
、
伝
統
的
な
親
族
制
度
及
び
村
人
の
死
生
観
は

ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
、
い
か
に
変
化
し
て
き
て
い
る
の
か
、
こ
れ

は
社
会
・
文
化
人
類
学
者
に
と
っ
て
、
極
め
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
問

題
で
あ
り
、
現
在
ま
で
既
に
多
く
の
研
究
や
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
て

き
た
。

　

し
か
し
、
広
大
な
中
国
大
陸
で
は
地
域
差
が
あ
り
、
未
調
査
の
地
域

も
多
い
な
ど
の
事
情
に
よ
り
、
漢
人
社
会
の
伝
統
文
化
及
び
そ
の
変
容

な
ど
に
関
す
る
資
料
の
収
集
や
理
論
的
な
展
開
は
ま
だ
十
分
で
は
な

く
、
未
解
決
の
問
題
は
多
く
残
っ
て
い
る
。
…
…

　

本
書
で
筆
者
は
、
漢
人
社
会
に
お
い
て
は
父
系
の
出
自
と
血
縁
原
理

が
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
は
家
族
、
宗
族
及
び
婚
姻
制
度
を
特
徴

付
け
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
個
人
の
選
択
行
為
も
重
要
で
あ
る
と

強
調
し
て
い
る
。日
常
生
活
の
中
で
父
系
出
自
と
血
縁
の
原
理
は
、個
々

人
の
行
為
と
、
家
族
、
宗
族
及
び
婚
姻
関
係
な
ど
を
自
律
的
に
規
定
し

組
織
し
て
い
く
も
の
で
は
な
く
、
特
定
の
状
況
の
中
で
限
定
的
に
作
用

す
る
も
の
で
あ
る
。
親
族
制
度
や
組
織
及
び
そ
れ
ら
の
変
化
を
歴
史
的

に
考
察
す
る
際
に
、
個
人
の
視
点
は
不
可
欠
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
書

は
、
伝
統
的
な
親
族
制
度
と
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
生
死
の
儀
礼
及
び
そ
れ

ら
の
変
化
形
態
を
分
析
す
る
に
当
っ
て
、
従
来
の
社
会
組
織
に
関
す
る

機
能
と
構
造
理
論
だ
け
で
は
な
く
、
個
人
の
行
動
原
理
か
ら
も
考
察
し

て
い
く
。

　

ま
た
、
解
放
後
、
人
民
公
社
ま
で
の
時
期
よ
り
も
、
む
し
ろ
人
民
公

社
解
体
後
の
文
化
変
容
の
大
き
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。
従
来
の
研
究
に

お
い
て
解
放
後
、
伝
統
的
な
家
族
、
宗
族
や
、
婚
姻
制
度
及
び
人
々
の

死
生
観
に
起
き
た
変
化
を
論
じ
る
際
に
、
伝
統
文
化
は
土
地
改
革
と
合

作
社
と
人
民
公
社
の
時
期
に
は
か
な
り
破
壊
さ
れ
た
が
、
人
民
公
社
解

体
以
後
は
徐
々
に
復
活
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
見
方
が
多
い
。
し
か
し
、

筆
者
は
、
土
地
改
革
か
ら
人
民
公
社
期
ま
で
に
見
ら
れ
た
合
同
家
族
の

存
続
、
家
長
の
強
い
権
限
、「
門
女
婿
（
入
り
婿
）」
の
復
姓
と
帰
宗
現

象
や
、
人
民
公
社
解
体
後
に
起
き
た
合
同
家
族
と
直
系
家
族
の
解
体
、

老
人
扶
養
の
深
刻
さ
及
び
宗
族
内
婚
の
出
現
な
ど
を
取
り
あ
げ
、
そ
の

よ
う
な
見
方
は
不
十
分
で
あ
り
、
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
の
で
あ
る
。（
序
文
よ
り
）


